
審美 岡村 麻未

今後の医科、歯科、美容の連携医療の治療のあり方と

審美の新たな考察

　今回の講演の依頼を受けた時から、改めて現在の医療を取り巻く環境について考える機会を与えて頂きました。
　時代の様々な改革の中、医療者側、患者側の治療についての考え方から、私に求められている一つの方向性である医科、歯科、美容
におけるインターディシプリナリー（一人の患者さんに多くの専門家の手）を示したいと思う。
　現在の医療先進国において、歯科のみで患者の疾患の予防、治療、プラスαの満足をあたえるのは難しくなってきています。
　8年前に NYでこれからの審美とは何かを模索し、マンハッタンで様々クリニックやメディカルスパを訪ね勉強していた時、まだ、
歯科が医科と美容の相互治療の中に取り入れられている所が少なく、ホワイトニングはあったとしても、治療を併合しているところは
ない環境でした。ただ、歯科医同士の連携医療は進んでおりその背景として米国の専門家が知識、技術、経験を兼ね備え、その層が厚
い事と、患者の要求も高い事があります。
　日本とは医療制度も異なりますが、それでは日本ではどうしたらいいだろうと考える中で一つの方向が見えました。
　それはメディカルスパという概念に歯科を取り入れる事だと考えました。
　メディカルスパとは、医療と美容が連携しながら一人の患者の治療、疾患の予防、メンテナンス、メンタルサポート、生活の質の向
上をさせていく一つの場と専門家集団の集まりと私は定義しています。
　その中には、歯科の審美という概念も入ってきます。そして、実際に一人の患者に各分野の専門家がどのように関わり審美を作り出
すのかという事と、従来の審美ではない新しい審美とこれからのメディカルスパ（医療美容）についてお話しようと思います。
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審美修復処置におけるインターディスプリナリーアプローチ

　患者の求める審美的要求は、年々強くなって来ているように感じる。
　審美歯科治療は、そもそも基本治療というより、アドバンスな治療と演者は考えており、非常に複雑な要素を含んでいると思われる。
　その複雑な要素とは、修復治療、歯周治療、外科治療、インプラント治療、そして矯正治療と各分野に存在するもので、審美を追求
する場合多方面からのアプローチが必要になる。
　今回、修復治療と歯周外科処置において、どのように審美を専門的に考察し、実践して行くか、それぞれの立場からの考えとその専
門的ないくつかの症例を供覧し、盛んなディスカッションをしたいと考えている。
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